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銀河系中心部で、非常に若くて重い星が見つかっている。これらの星は 2 つの分布に分
けられる。銀河中心から 0.1–1pcにはOB型の星が、1つ、または 2つのディスク上に分布
している。離心率の下限値は 0.0-0.8 と、高い離心率を持つ星もある。また、銀河中心か
ら 0.12pc のところにある IRS13E は若い星の集まりで同じ方向に運動しているため、中
間質量ブラックホール (IMBH) によってバウンドしているのではないかと考えられてい
る。一方、0.1pc以内には B型星しかなく、これらの分布は等方的で、離心率分布は、こ
れらの星が熱分布であることを示している。これらの星は S-starsと呼ばれている。近年
になり観測が進み、銀河中心の星の面密度分布が明らかになってきた。それと同時に、古
い星も見つかってきている。若い重い星の分布は-1.5乗のべきである一方、古い星の分布
はフラットな分布になっている。
これらの若い星の起源として提案されているシナリオの一つが星団起源説である。これ
は、銀河中心から少し離れたところでできた星団が力学的摩擦を受け銀河中心に沈み、銀
河中心ブラックホールによって破壊され残った星が観測で見つかっている星であるという
説である。星団説の良い点は、ディスク状の星の分布、様々な離心率、IRS13E のような星
の集まりを同時に作りだせる点である。特に、星団内で星の暴走的合体が起こり、IMBH
ができると、IRS13E のような構造ができるだけでなく、IMBH との平均運動共鳴によっ
て星を銀河のより中心付近まで運ぶことができることがわかってきた。本研究では、星団
によって運ばれた星がどのような分布になるのかを調べ、観測との比較を行った。

図 1: スナップショット:星団によって運ばれた星



図 2: 離心率分布 (左)と軌道傾斜角分布 (右)

図１はシミュレーションの最後のスナップショットである。S-starsよりスケールは約 10
倍大きいが、良く似た分布になっている。これより外側では、星団からはがれた星はディ
スク状に分布している。図２は、中心 0.3pc以内の星の離心率分布と軌道傾斜角の分布で
ある。銀河中心に近付くと、熱分布に近付いていることがわかる。

図 3: 星団によって運ばれた星の面密度分布

図３は、星団によって運ばれた星の面密度分布である。星団はディスク状の分布を作る
ので、投影する角度を変えてプロットした。重い星は-1.5のべき分布になる一方、全粒子
をプロットするとフラットな分布になった。重い星の分布は観測で示唆されている分布と
よく一致し、特にディスクの角度を観測で見つかっているディスクと合わせた時 (i = 60◦)
にもっともよく一致する。


